岸田孝一　（SRA）

１．無錫のイメージとオフショアの経験

（1）　訪問の経験


中国はこれで何十回目になるのかな？

無錫訪問は３度目です．１回目は初期の日中シンポジウムのさい，ちょっと立ち寄っただけ．２回目は居徳華先生の会社の人たちと一緒に太湖の向こう側の映画テーマパークの１つを観光しました．冬（たしか２月）で，ものすごく寒かった記憶があります．

（２）無錫と聞いてのあなたのイメージは？


故・鐘錫昌先生の生まれ故郷でしたね．かれが活きているうちに一緒に訪問したかった．

太湖が名前の通りいささか大きすぎて街のイメージがまとまらない．


（３）無錫が目指している技術者、研究者が集まってくる街づくりで必要なことは？



日本のリサーチパークにもいえることですが，仕事以外の文化的なインフラを整備することが


必要だと思います．若い芸術家の卵たちやニュー・ビジネスの企画者たちが，ソフトウェアの


研究者・技術者と一緒に住めんで情報交換できるる街づくり．劇場、ライブハウス，カフェバ


ー，ブティック，画廊，レストラン，etc．そこから、新しいアートと技術が融合した何かが生ま


れる．カリフォルニアのシリコンバレーがひとつの成功例ですね．

（４）グローバルオフショアの経験は？

SRA は，これまでインドや大連でオフショア開発をやっていますが、あまりうま
くいっている


ようにはは思えません．単にコスト・メリットだけを考えたオフショアは、あまり望ましくないので


はないでしょうか．実際に開発に重視するエンジニアのモチベーションを高めるような技術内


容を含んだプロジェクトを立てることが必要でしょう．


わたし自身はかつて上海の居先生の会社と一緒にリスク管
理ツールのプロトタイプ開発を試


みましたが，あのプロジェクトは一応の成功を収めたと考えています．


２．「次世代オフショア」ワークショップについて
（１）ＯＳＳ活用についてのご意見は？

FLOSSについては，ただ世の中にある成果物を「利用する」ことだけを考えてはいけないと


思います．何か新しい機能をを既存の FLOSS Product に付け加えてそれを世界のコミュ


ニティに向けて発信する．あるいは，まったく新しいアイデアの FLOSS　Product の開発を目指す．そうした心構えを持ったエンジニアのグループを育てることが大切だと思います．

（２）グローバルなプロジェクト管理についてのご意見は？




Multi-Culture に起因する問題をうまく処理することがポイントだと思います．ロシアの思


想家ミハイル・バフチンのいう「多声的」雰囲気をプロジェクトの中にどうやって作り出し，それ


を維持して行くか？

（３）討論したいサブテーマやアイデアがあれば記入ください。


去年の上海ワークショップで鈴木克明先生に紹介していただいた「美学原理」のオフショア


・プロジェクトへの適用．

（４）話題提供できることがあれば記入ください。


上記の話題であれば，１月の教育フォーラムでのプレゼンを手直ししてお話しで、きます．

３．そのほか、要望事項などあればお書きください。


無錫に泊るのは初めてなので，街（ダウンタウン）の雰囲気を味わう機会が欲しい．Web で


見るとけっこうにぎやかそうですね．映画テーマパークも観て見たい．


